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農業統計における世界動向 
 2011年、フランス G20サミットにて 「食料価格乱高下及び農業に関する行動計画」が

合意 

（1） 正しい情報を市場に提供するため 

   ＞ 農業市場情報システム（AMIS）を国連食糧農業機関（FAO）に設置 

  （2） AMISへの貢献を目的に 

     ＞ 農業地理モニタリング（衛星情報等）活用のため GEOGLAM 発足 

＊GEOGLAM：Group on Earth Observation the GLobal Agricultural Monitoring 
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東南アジアにおける農業統計事情 

レポーティングシステムが主流 
 

 中央 

町村レベル 

町村レベルの職員が任意のヒアリングの結果に基づき統計値を推定。 
町村レベルの推定結果が、市、県、中央へとボトムアップ式で集計されていく。 

課題：虚偽の申請や推定精度の問題で、正しい統計情報が得られていない可能性がある。 
 ⇒ 客観的で効率よく面的な調査が可能な衛星リモートセンシングへの期待が高い。 

県レベル 

市レベル 

B県 A県 Ｃ県 D県 
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RESTECの取り組み 

近年の東南アジアにおける水稲に関わる農業リモートセンシングの取り組み 
 

1. 平成23年度のJAXA様事業における、タイ国の水稲収量予測システムの試作支
援。 
 

2. 平成24年度のJAXA様事業における、水稲作付面積、収量推定ソフト INAHOR
の開発支援。 
 

3. 平成25年度以降、 JAXA様事業におけるインドネシア、ベトナムでのINAHORの
検証作業支援。 
 

4. 平成26年度以降、ADB（アジア開発銀行）様事業におけるフィリピン、ベトナム、
ラオス、タイでの「農業統計の革新的収集手法」（技術支援） 
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水稲作付面積、収量推定ソフト INAHOR 
アジアにおける衛星データを用いた水稲の情報提供を標準化するために、 

水稲作付面積、収量推定ソフト INAHORをJAXAが開発 (RESTEC開発支援） 

INAHOR : “INternational Asian Harvest mOnitoring system for Rice” 

 

 主な機能 

• 水稲作付けマップ提供（生育ステージ分類を含む） 

• 水稲作付け面積、収量情報の提供  

 入力データ 

• 時系列SARデータ 

（ALOS PALSAR、ALOS-2 PALSAR-2、RADARSAT-2、Sentinel-1） 

 INAHORの設計・開発コンセプト 

• 対象ユーザを地方の統計職員の方とし、衛星データから容易に統計に役立つ情報が

得られるように設計・開発を実施 
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水稲作付面積、収量推定ソフト INAHOR 
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INAHORの東南アジアへの適用 

開発・改良 

トレーニング 

現場ニーズ
収集 

現地検証 

改良検討 

開発したINAHORを東南アジアに適用していくため 

• 各国で現地機関利用者向けトレーニング、現場ニーズの収集、現地検証、改

良を繰り返し実施 

• 2つのスキームにて実施 

 

 

 

 

１）JAXA INAHOR検証業務（RESTEC支援） 

２）ADB（アジア開発銀行） TA(技術援助）事業 

 （RESTECコンサルタント） 
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INAHORの東南アジアへの適用 

１．JAXA INAHOR検証業務（RESTEC支援） 

 対象国 実施状況 備考 

インドネシア 
ベトナム 

3年目で、今年はスケールアップ インドネシアではクラウド化の実
証も実施 

ミャンマー 
カンボジア 

昨年度キックオフ、今年は初年度 
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INAHORの東南アジアへの適用 

２．ADB（アジア開発銀行） TA(技術援助） 「農業統計の革新的収集手法」 

（RESTEC/AITコンサルタント） 

対象国 実施状況 備考 

フィリピン 
ベトナム 
ラオス 
タイ 

4年目で最終年 
4回目のトレーニングを実施中 
3回の改良を実施し最後に4回目
の改良予定 

ADBがJAXAとの協力協定により、
INAHORの利用権を得て、現地
ユーザ要望に応じて使い勝手を
改良、実証。（INAHOR-AD） 
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INAHOR-ADの改良概要 

バージョン 改良概要 

1 INAHOR-AD Ver.1 
GUI（グラフィカルユーザインタフェー
ス）の改良など 

2 INAHOR-AD Ver.2 
作付日推定によるステージング、 
帳票様式（単位変換含む）対応など 

3 INAHOR-AD Ver.3 
ロースペックPC対応など 
 

4 INAHOR-AD Ver.4 
現地語化対応など（予定） 
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INAHOR-AD 
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INAHOR-AD 
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INAHOR-AD 
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INAHOR-AD 
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INAHOR-AD 



16 
Ａｌｌ ｒｉｇｈｔｓ ｒｅｓｅｒｖｅｄ ＲＥＳＴＥＣ ２0１6  Remote Sensing Technology Center of Japan 

INAHOR-AD 
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INAHOR-AD 
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INAHOR-ADの検証状況 

• ランダムにサンプリングした120の調査点（200ｍ×200ｍ）を現地調査 

• 現地調査結果から100％水稲の調査点（5点程度）を用い、水稲判別パラメータ

の調整 

• 現地調査結果とINAHOR-ADの結果を比較 

した結果、県レベルで9割台の精度を確認 

• 現地統計機関から高評価 
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まとめ 

• 東南アジア農業統計改善への適用に向け、２つのスキームでPDCA活動が進行中。 

• これまでに延べ400人以上の利用者に研修を行い、研修を通して、現場の事情、ニーズ

の把握、現地検証とその反映が進み、ユーザ満足度が向上。 

• ADB業務では現地の状況に応じて最適化することで、高い精度の結果を確認でき、現地

統計機関の評価も高く、引き続き国内展開に向けた要望の声が多い。 

• ネットワーク、計算機リソースの課題に対して、クラウド化の有効性を確認。 

• 活動を通して、多くの人脈を構築。 

 

 

 

INAHOR、INAHOR-ADの開発、東南アジアへの適用のための両方の活動に携わってきてい

るRESTECとして、今後も引き続き東南アジア地域への展開に努め、各国での定着化、そし

てビジネス化を目指す。 
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